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方
や
議
会
に
無
関
心
で
あ
れ

ば
絵
に
描
い
た
餅
に
す
ぎ
な

い
。
地
方
自
治
の
活
性
化
は

行
政
や
議
会
に
対
す
る
住
民

の
関
心
の
度
合
い
に
か
か
っ

て
い
る
。
し
か
し
、
議
員
に

で
も
な
ら
な
い
限
り
、
多
く

の
一
般
市
民
は
議
会
等
に
対

し
、
興
味
も
関
心
も
湧
い
て

来
な
い
の
が
実
態
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。 
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短
歌 

│ 

時
が
過
ぎ
る 

│
│ 

 

遠
く
よ
り
視
座
と
仰
ぎ
し
人
の
逝
く
冬
の
は
じ
め

の
風
つ
よ
き
午
後 

 

六
十
年
安
保
で
終
わ
る
『
羊
の
歌
』
そ
の
人
の
そ

の
後
に
重
ね
ま
た
読
む 

│
加
藤
周
一
氏
逝
く
│ 

 

半
年
の
眠
り
を
終
え
し
甕
の
味
噌 

海
底
の
岩
の

ご
と
静
ま
り
て
い
る 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

│
仲
間
と
の
味
噌
づ
く
り
で
│ 

 

鈍
色
の
日
暮
れ
の
街
を
帰
る
と
き
い
つ
か
く
る
非

在
を
つ
よ
く
思
え
り 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

浅
野 

和
子 

  
 

│
│ 

時
事
川
柳 

│
│ 

 

花
火
だ
け
挙
げ
る
総
理
の
断
末
魔 

 

た
ら
た
ら
と
酒
場
で
愚
痴
の
嘆
き
節 

 

閉
塞
で
グ
～
に
も
な
ら
ぬ
変
な
年  

 

リ
ス
ト
ラ
の
寒
波
が
荒
れ
る
年
の
暮
れ 

 

不
景
気
の
牛
歩
が
続
く
年
始
め 

 

板
倉 

毅
武 

と
訴
訟
の
原
告
団
を
含
む

「
浜
岡
原
発
を
考
え
る
静
岡

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」「
原
発
震
災

を
防
ぐ
全
国
署
名
連
絡
会
」

は
、
６
号
機
増
設
反
対
の
文

書
を
県
に
提
出
し
ま
し
た
。 

 

東
海
地
震
が
起
こ
る
前
に

運
転
中
の
３
・
４
・
５
号
機

を
中
止
さ
せ
、
６
号
機
の
新

設
を
断
念
さ
せ
よ
う
！ 

原
発
は
い
り
ま
せ
ん
。 

 

注 

５
号
機
は
告
訴
後
の 

二
〇
〇
五
年
に
運
転
開
始 

◎
み
し
ま
原
発
を
学
ぶ
会
編 

小
冊
子
「
し
ず
お
か
に
原
発

は
い
ら
な
い
」（
無
料
）
は
沼

津
図
書
館
、
三
島
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー
総
合
受
付
に
あ
り

ま
す
。 

◎
参
考
図
書 

 

古
長
谷
稔
著 

三
五
館 

「
放
射
能
で
首
都
圏
消
滅
」 

  

年
敗
訴
と
な
り
、
高
裁
で
控

訴
審
中
で
す
。
十
一
月
の
第

二
回
口
頭
弁
論
で
は
、
裁
判

長
か
ら
原
告
に
有
利
な
、
震

源
地
下
構
造
に
関
し
て
の
科

学
的
知
見
が
出
さ
れ
ま
し

た
。 十

二
月
二
十
二
日
、
中
電

は
「
１
・
２
号
機
を
廃
炉
に 

 
    

し
、
６
号
機
を
新
設
す
る
」 

と
決
定
し
ま
し
た
。
裁
判
の

科
学
論
争
に
中
電
は
屈
し
た

の
で
す
。
弁
護
士
、
専
門
家
、

脱
原
発
の
輪
を
広
げ
た
多
く

の
市
民
の
力
が
結
集
さ
れ
た

結
果
と
い
え
ま
す
。
中
電
は

「
運
転
休
止
中
の
古
い
１
・

２
号
機
を
補
修
す
る
よ
り
も 

 

一
番
心
配
で
す
。
県
は
原
発

か
ら
半
径
八
㎞
～
十
㎞
の
距

離
を
防
災
対
策
重
点
地
域
と

し
て
い
ま
す
が
、
放
射
能
は

目
に
見
え
な
い
し
色
も
に
お

い
も
あ
り
ま
せ
ん
。
浜
岡
原

発
か
ら
沼
津
・
三
島
ま
で
八

十
㎞
、
三
時
間
あ
ま
り
で
私

た
ち
は
流
れ
て
き
た
放
射
能 

     

に
ま
き
込
ま
れ
て
し
ま
い
ま

す
。
地
震
発
生
に
備
え
て
適

確
な
準
備
と
情
報
の
確
保
で

自
分
の
身
を
守
る
こ
と
が
大

切
で
す
が
放
射
能
を
防
ぐ
の

は
大
変
難
し
い
こ
と
で
す
。 

 

二
〇
〇
三
年
浜
岡
原
発
１

～
４
号
機
の
運
転
差
し
止
め

を
求
め
た
訴
訟
は
二
〇
〇
七 

    

震
等
が
続
い
て
い
ま
す
。 

神
戸
大
都
市
安
全
研
究
セ
ン

タ
ー
の
石
橋
克
彦
氏
は「
今
、

日
本
列
島
の
ほ
ぼ
全
域
が
地

震
活
動
期
に
あ
り
、
今
後
四

〇
年
以
上
続
く
だ
ろ
う
」
と

言
っ
て
い
ま
す
。 

 

い
つ
起
き
て
も
お
か
し
く

な
い
東
海
地
震
の
断
層
、
震

源
域
の
真
上
に
あ
る
浜
岡
原

発
は
『
地
球
上
で
一
番
危
険

な
場
所
に
あ
る
原
発
』
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。 

予
想
さ
れ
る
東
海
地
震
の

想
定
震
度
は
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー

ド
八
・
五
。
浜
岡
原
発
が
地

震
に
よ
り
原
発
震
災
を
起
こ

し
、
伊
豆
で
は
放
射
能
が
風

に
の
っ
て
流
れ
出
す
こ
と
が 

 

 

 

こ
こ
数

年
、
中
越
沖

地
震
、
岩
手

宮
城
内
陸
地 

～今、地方議会改革が叫ばれている～ 

地方議会の現状と課題・三島市議会は！ 
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よ
り
一
層
の
議
会
の
機
能
充

実
を
計
る
た
め
、
全
国
的
に

議
会
基
本
条
例
制
定
の
動
き

が
あ
る
。
折
し
も
、
財
政
破

綻
し
た
北
海
道
夕
張
市
に
お

け
る
議
会
の
あ
り
方
が
問
題

に
な
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
地

方
議
会
改
革
の
一
環
と
し
て

基
本
条
例
制
定
の
動
き
が
広 

 

廃
炉
に
し
て
６
号
機
を
新
設

す
る
方
が
経
済
的
」
と
言
っ

て
い
ま
す
が
、原
告
側
は「
地

震
に
耐
え
ら
れ
な
い
の
が
本

当
の
理
由
。
耐
震
性
を
い
う

と
他
の
三
基
は
大
丈
夫
か
？

と
な
る
し
、
運
転
開
始
か
ら

三
〇
年
た
つ
二
基
を
経
年
変

化
を
理
由
に
廃
炉
と
す
る
と
、 

     

国
は
原
発
の
耐
用
年
数
を
六

〇
年
と
し
て
い
る
の
で
、
他

の
高
経
年
の
原
発
へ
の
影
響

を
考
え
て
経
済
的
理
由
を
言

っ
て
い
る
だ
け
」
と
説
明
し

て
い
ま
す
。 

同
日
、「
３
・
４
号
機
の
安

全
も
確
か
め
ら
れ
な
い
の
に

６
号
機
増
設
は
言
語
道
断
」 
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浜
岡
原
発
は
い
ら
な
い 

             

地
球
上
で
い
ち
ば
ん
危
険
な
原
発  

                                                    
 

み
し
ま
原
発
を
学
ぶ
会 

     
 

 

去
る
十
一
月
四
日
、「
自
治

体
議
会
改
革
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

の
代
表
で
法
政
大
学
教
授
の

廣
瀬
克
哉
氏
を
招
き
「
議
会

基
本
条
例
」
に
つ
い
て
の
議

員
研
修
会
が
行
な
わ
れ
た
。 

 

内
容
は
、
全
国
の
議
会
基

本
条
例
の
制
定
状
況
や
、
北

海
道
栗
山
町
や
会
津
若
松

市
、
三
重
県
議
会
な
ど
が
制

定
し
た
議
会
基
本
条
例
を
中

心
に
、
条
例
制
定
の
意
義
や

特
徴
的
な
内
容
に
つ
い
て
説

明
を
う
け
、
若
干
の
質
疑
応

答
が
な
さ
れ
た
。 

〈議
会
基
本
条
例
〉 

 

そ
も
そ
も
、
議
会
基
本
条

例
と
は
何
か
。
議
会
に
関
す

る
基
本
的
事
項
に
つ
い
て
定

め
た
条
例
を
い
い
、
今
ま
で

殆
ど
の
自
治
体
で
は
そ
の
よ

う
な
条
例
を
持
ち
合
わ
せ
て

い
な
か
っ
た
。
地
方
分
権
が

進
め
ら
れ
る
中
、
議
会
の
権

限
が
強
化
さ
れ
る
と
共
に
、 

 

 

地
方
議
会
改
革
が
叫
ば
れ
て
い
る
。
地
方
分
権
が
進
め
ら
れ
る
中
、
今
、
全
国
的
に
新
し
い
議

会
の
あ
り
方
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
議
会
は
行
政
の
問
題
点
を
市
民
・
住
民
に
明
ら
か
に
し
つ
つ
、

行
政
の
意
思
決
定
機
関
と
し
て
の
機
能
や
、
行
政
の
監
視
・
評
価
機
能
の
充
実
と
と
も
に
、
議
員

は
広
く
市
民
の
意
見
を
取
り
上
げ
、
行
政
の
政
策
決
定
に
反
映
さ
せ
る
役
割
を
負
っ
て
い
る
。
し

か
し
、
各
地
の
議
会
に
お
い
て
、
そ
れ
ら
の
機
能
が
十
分
に
発
揮
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
声
が
多

い
。
三
島
市
議
会
の
あ
り
方
は
ど
う
だ
ろ
う
か
？ 
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が
っ
て
い
る
。 

 

〈議
会
の
あ
り
方
〉 

議
会
と
は
何
か
、
議
員
と

は
ど
ん
な
存
在
か
。
北
海
道

夕
張
市
の
財
政
破
綻
問
題
で

は
、
議
会
の
監
視
機
能
が
殆

ど
働
か
な
か
っ
た
と
し
て
問

題
に
な
っ
た
。
同
じ
こ
と
は

静
岡
県
議
会
で
も
言
え
る
だ 
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 伊豆市民劇場 第３１４回例会  

民芸＋無名塾公演 

ドライビング・ミスティジ 
２００９年２月１３日（金） 

開演／18:30 終演／20:15 

作／アルフレッド・ウィリー 

演出／丹野 郁弓 

演出／奈良岡朋子・仲代達也・千葉茂則・長森雅人 

「老いてなお、人が自分らしく生きることの、 

高潔さを描いた、暖かくも美しい感動の作！」 

連絡先：975-5455（事務局） 

三島市大宮町 1-4-30 欅ビル 101 
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議
会
基
本
条
例
先
進
地
の

北
海
道
栗
山
町
で
は
、
町
民

や
団
体
と
の
意
見
交
換
の
た

め
、
各
議
員
に
、
議
会
主
催

の
報
告
会
を
年
一
回
義
務
付

け
て
い
る
が
、
そ
れ
が
本
当

に
有
効
に
な
る
か
？ 

 

議
員
と
市
民
が
ど
の
よ
う

に
繋
が
り
合
う
か
、
多
く
の

議
員
後
援
会
は
選
挙
目
当
て

だ
け
で
終
わ
っ
て
い
る
場
合 

広
小
路
駅
の
す
ぐ
東
側
を

南
北
に
走
る
笑
栄
通
り
が
あ

り
、
北
に
向
か
っ
て
通
り
を

十
数
ｍ
入
っ
た
右
手
に
喫
茶

店
は
あ
る
。
表
看
板
は
「
純

喫
茶
ク
ー
ル
」。 

ご
主
人
は
小
林
久
子
さ

ん
。
上
品
な
感
じ
の
美
人
の

ご
主
人
に
話
を
伺
っ
た
。 

お
店
を
開
い
た
の
は
彼
女

の
お
祖
父
さ
ん
。
元
々
、
東

京
浅
草
で
と
び
職
を
や
っ
て

い
た
が
、
戦
災
を
逃
れ
て
三

島
に
や
っ
て
き
た
。
色
々
な 

 

チ
５
０
０
円
や
ト
ー
ス
ト
４

０
０
円
な
ど
の
軽
食
が
あ
る
。 

ろ
う
、
あ
れ
だ
け
の
乱
脈
財

政
の
限
り
を
つ
く
し
て
も
、

議
会
に
お
い
て
知
事
の
責
任

は
具
体
的
に
問
わ
れ
る
こ
と

も
無
く
、
知
事
本
人
は
続
投

を
目
指
し
て
い
る
と
い
う
。 

 

議
会
に
お
け
る
絶
対
多
数

与
党
の
存
在
に
よ
り
、
議
会

は
行
政
の
追
認
機
関
と
な

り
、
議
決
は
単
な
る
セ
レ
モ

ニ
ー
と
化
し
て
、
重
要
課
題

等
で
民
意
と
か
け
離
れ
た
決

定
が
な
さ
れ
る
こ
と
が
間
々

見
ら
れ
る
。 

 

一
方
、
行
政
の
長
は
膨
大

な
組
織
を
持
ち
、
専
門
ス
タ

ッ
フ
を
揃
え
て
、
各
議
員
の

さ
ま
ざ
ま
な
質
問
、
追
及
に

組
織
的
に
対
応
す
る
。
そ
れ

に
対
し
、
議
員
の
力
量
は
余

り
に
も
弱
い
。
行
政
当
局
が

経
験
の
浅
い
議
員
を
か
わ
す

の
は
、
赤
子
の
手
を
ひ
ね
る

よ
う
な
も
の
だ
。
し
か
も
、

議
員
同
士
の
連
携
は
会
派
が

違
え
ば
皆
無
に
近
い
。
議
会

の
監
視
、
チ
ェ
ッ
ク
機
能
は

底
が
見
え
て
い
る
。 

 
 

〈住
民
意
識
〉 

 

い
く
ら
立
派
な
議
会
基
本

条
例
を
作
っ
た
と
こ
ろ
で
、

市
民
・
住
民
が
行
政
の
あ
り 

 

が
多
い
が
、
議
員
と
市
民
が

能
動
的
に
繋
が
る
制
度
を
上

手
く
作
る
こ
と
が
必
要
だ
。 

例
え
ば
、
議
員
サ
ポ
ー
タ

ー
制
度
を
も
う
け
、
十
人
程

度
の
サ
ポ
ー
タ
ー
を
揃
え
る

こ
と
を
立
候
補
要
件
と
す

る
。
当
選
す
れ
ば
サ
ポ
ー
タ

ー
に
は
調
査
権
を
与
え
、
専

門
分
野
ご
と
に
、
議
員
活
動

を
サ
ポ
ー
ト
す
る
。
各
議
員 

 

〈お
知
ら
せ
〉 

一
月
三
〇
日
に
予
定
し
て

い
た
成
真
寺
で
の
「
伊
東

真
講
演
会
」
は
延
期
さ
れ
、

四
月
頃
の
予
定
を
考
え
て

い
ま
す
。 

シ
リ
ー
ズ 

街
中
の
喫
茶
店
（

１０
）
広
小
路
町1-

三
五 

喫
茶
店
「
純
喫
茶
ク
ー
ル(

Ｃ
Ｏ
Ｏ
Ｌ)

」

商
売
の
後
、
昭
和
四
十
二
年

頃
、
喫
茶
店
を
始
め
た
。
笑

栄
通
り
は
そ
の
お
祖
父
さ
ん

が
命
名
し
た
そ
う
だ
。
お
店

は
十
八
年
く
ら
い
前
よ
り
、

今
の
ご
主
人
が
引
継
い
だ
。 

以
前
は
、
広
小
路
は
ヤ
オ

ハ
ン
や
ユ
ニ
ー
な
ど
に
来
る

買
い
物
客
で
、
人
通
り
も
多

か
っ
た
が
、
近
頃
は
シ
ャ
ッ

タ
ー
の
閉
ま
っ
て
い
る
店
舗

も
増
え
、
人
通
り
は
随
分
減

っ
て
し
ま
っ
た
。
今
は
マ
ン

シ
ョ
ン
ば
か
り
増
え
て
、
客 

足
は
清
水
町
の
サ
ン
ト
ム
ー

ン
な
ど
に
流
れ
て
し
ま
っ
て

い
る
と
い
う
。 

昔
は
、
お
店
の
客
層
は
サ

ラ
リ
ー
マ
ン
等
が
多
か
っ
た

が
、
今
は
、
お
年
寄
り
の
、

な
じ
み
客
が
多
い
。 

そ
ん
な
お
客
が
集

ま
っ
て
珈
琲
を
飲

み
な
が
ら
お
し
ゃ

べ
り
を
す
る
の
が

楽
し
み
と
の
こ
と
。 

 

店
内
に
は
十
人

程
度
の
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
ル
ー
ム
も
有

る
。
珈
琲
は
ブ
レ
ン

ド
が
４
５
０
円
、
そ

の
他
、
サ
ン
ド
ウ
ィ 
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 楽々パソコン教室のご案内 
毎週水曜日 夜 

生涯学習センター 
５Ｆ（パソコン教室） 

午後７時～８時半 

月４千円、１回1000円 

【個別指導対応】 

ワード、エクセル、デジカメ、 

画像処理、ホームページ作成等 

連絡先：055-986-1301（勝俣）

お気軽にどうぞ！ 

みしま『源氏物語』を読む会 
と き 毎月第１・第３月曜日（月 2 回） 午前 10 時～11 時半 
ところ 三島商工会議所・会議室 

 （市立文化会館向かい） 
会 費 月２０００円 （テキスト、資料代ほか含む）

問合せ みしま・源氏物語を読む会 
 055‐972-4953 

に
び
い
ろ 

TEL972-1034 

広
小
路
駅 

笑
栄
通
り 

会
派
行
政
視
察 

 

て
来
た
。
Ｉ
Ｗ
Ｄ
熊
本
は
、

三
島
の
ゴ
ル
フ
場
に
産
廃
を

埋
め
込
ん
だ
疑
惑
の
持
た
れ

て
い
る
Ｉ
Ｗ
Ｄ
神
奈
川
の
関

連
会
社
。
水
俣
市
民
と
行
政

が
総
力
を
挙
げ
て
、
処
分
場

進
出
を
阻
止
し
た
。 

 

12
日
は
、
堺
市
の
国
民
健

康
保
険
に
お
け
る
、
滞
納
者

に
対
す
る
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ

ッ
ト
の
有
り
方
と
救
済
策
を

視
察
し
た
。
堺
市
で
は
、
保

険
料
滞
納
者
に
対
し
、
す
ぐ

に
保
険
証
を
取
り
上
げ
る
の

で
は
な
く
、
実
態
調
査
を
こ

ま
め
に
進
め
、
第
三
者
機
関

を
も
う
け
、
適
正
な
セ
ー
フ

テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
を
運
用
。 

は
如
何
に
有
能
な
サ
ポ
ー
タ

ー
を
集
め
ら
れ
る
か
で
議
員

力
を
高
め
ら
れ
る
。
サ
ポ
ー

タ
ー
は
年
金
暮
ら
し
の
高
齢

者
が
適
す
だ
ろ
う
。 

08
年
11
月
10
日
～
12

日
の
間
、
岡
山
県
備
前
市
、

熊
本
県
水
俣
市
、
大
阪
府
堺

市
へ
、
無
所
属
ク
ラ
ブ
自
由

の
会
と
し
て
、
堀
、
弓
場
議

員
と
、
行
政
視
察
に
行
っ
た
。 

10
日
は
、
備
前
市
に
行
き

「
太
陽
光
発
電
を
公
共
施
設

へ
事
業
化
」
の
取
組
を
視
察
。

市
の
公
共
施
設
の
屋
根
に
取

付
け
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

利
用
と
省
エ
ネ
施
設
を
、
市

民
バ
ン
ク
を
利
用
し
て
の
導

入
、
市
民
参
加
型
エ
ネ
ル
ギ

ー
会
社
の
実
態
を
見
た
。 

11
日
は
熊
本
県
水
俣
市

に に
移
動
し
、Ｉ

Ｗ
Ｄ
熊
本
が

水
俣
市
に
計

画
し
て
い
た

国
内
最
大
規

模
の
廃
棄
物

最
終
処
分
場

の
撤
回
運
動

の
様
子
を
見

ま 

１１月４日、熱弁を奮う廣瀬氏。写真は議会事務局提供 

 三島児童文学を語る会 ３５９回 

１月例会のお知らせ 
日時： １月２４日（土） 

１３時３０分～１６時３０分 
場所：三島市大社町防災センター研修室」 

テキスト 「大洲秋登詩集 
         を読む」 
どの詩と特定しません。好きな詩・印象に残った詩・

彼らしいと思う詩を各自朗読し、詩人大洲さんを偲びな
がら思い出など語り合いましょう。 
事務局 小嶋利信 堀川尚子 山口当子 

TEL ９７１－３３４８(山口) 

田母神   発言 
と憲法を考える 

１月２０日（火）午後６時４５分～ 
会場：本町タワービル４Ｆ会議室 
問題提起：瀬古 芳秋さん 

入場無料：参加自由 参加者フリートーク 
共催：みしま憲法９条の会 

三島市民講座 
三島・田方憲法９条を守る会 

電話：975-1349（福尾） 

前空自 
幕僚長 


